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運用報告書（全体版） 

スマート・プロテクター90 
オープン 

 

 
 

第２期（決算日：2019年５月７日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「スマート・プロテクター90オー

プン」は、去る５月７日に第２期の決算を行いまし

た。ここに謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／資産複合 

信託期間 2027年４月28日まで（2017年５月９日設定） 

運用方針 

円建ての外国投資信託であるソフォス・ケイ
マン・トラスト・スマート・プロテクター90の
投資信託証券への投資を通じて、円建ての短
期金融資産（預金含む）へ90％程度の投資を
行うほか、スワップ取引により、株式・債券等
に実質的な投資を行います。また、証券投資
信託であるマネー・マーケット・マザーファ
ンドの投資信託証券への投資も行います。 
各資産への実質的な投資割合は、１万口あた
りの基準価額（支払済みの分配金累計額は加
算しません。以下同じ。）の下落を一定水準（以
下「フロア水準」といいます。）までに抑える
ことをめざしながら、経済環境や市況動向等
を勘案して、決定されます。フロア水準は当
初9,000円とし、その後は設定来の基準価額の
最高値から90％の水準とします。 
基準価額がフロア水準以下となった場合に
は、短期金融資産による安定運用に切り替え
た後、速やかに信託を終了させます。 
円建ての外国投資信託への投資は高位を維持
することを基本とします。 

主要運用対象 

スマート・
プロテク
タ ー 9 0
オープン 

ソフォス・ケイマン・トラスト・
スマート・プロテクター90および
マネー・マーケット・マザーファ
ンドの投資信託証券を主要投資
対象とします。 

ソフォス・ケ
イマン・トラ
スト・スマー
ト・プロテク
タ ー 9 0 

スワップ取引を通じて、日本を含
む世界各国の株式・債券等に実質
的な投資を行います。また、円建
ての短期金融資産（預金含む）に
も投資を行います。 

マ ネ ー ・ 
マーケット・ 
マザーファンド 

わが国の公社債等を主要投資対
象とします。外貨建資産への投資
は行いません。 

主な組入制限 
株式への直接投資は行いません。 
投資信託証券への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への直接投資は行いません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分配
対象収益が少額の場合には分配を行わないこ
とがあります。 
 

  

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 分配金額の決定にあたっては、信託財産の
成長を優先し、原則として分配を抑制する
方針とします。（基準価額水準や市況動向等
により変更する場合があります。） 
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スマート・プロテクター90オープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

2017年５月９日 10,000 － － － － － 1,015 

１期(2018年５月１日) 9,972 0 △0.3 － － 97.9 4,698 

２期(2019年５月７日) 9,783 0 △1.9 － － 98.2 4,327 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 
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スマート・プロテクター90オープン

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2018年５月１日 9,972 － － － 97.9 

５月末 9,940 △0.3 － － 98.3 

６月末 9,888 △0.8 － － 98.1 

７月末 9,901 △0.7 － － 97.9 

８月末 9,885 △0.9 － － 97.9 

９月末 9,907 △0.7 － － 97.7 

10月末 9,730 △2.4 － － 98.0 

11月末 9,715 △2.6 － － 98.3 

12月末 9,584 △3.9 － － 98.0 

2019年１月末 9,651 △3.2 － － 98.6 

２月末 9,706 △2.7 － － 98.6 

３月末 9,722 △2.5 － － 98.0 

４月末 9,777 △2.0 － － 98.0 

(期  末)      

2019年５月７日 9,783 △1.9 － － 98.2 
 

（注） 当ファンドの基準価額は、投資対象とする投資信託証券については、前営業日の基準価額を基に計算しております。 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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スマート・プロテクター90オープン

運用経過
第２期：2018年５月２日～2019年５月７日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
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フロア水準：左目盛

基準価額：左目盛

純資産総額：右目盛

第 ２ 期 首 9,972円
第 ２ 期 末 9,783円
既払分配金 0円
騰 落 率 －1.9％

※フロア水準とは基準価額がこれを下回らないよう目標とする水準
ですが、フロア水準の確保を保証するものではありません。
※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

スマート・プロテクター90オープン
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スマート・プロテクター90オープン

基準価額は期首に比べ1.9％の下落となりました。
基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

実質的な投資対象である新興国株式の下落などが、基準価額の下
落要因となりました。

下落要因

スマート・プロテクター90オープン
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スマート・プロテクター90オープン

第２期：2018年５月２日～2019年５月７日

投資環境について

株式市況
日本を含む先進国の株式市況は、期首から2018年９月にかけては米国の経済指標や企業決
算が堅調な内容となったことなどを背景に上昇しました。10月から12月下旬にかけては世
界経済に対する先行き不透明感や米中貿易摩擦問題に対する懸念の高まりなどを背景に下落
したものの、その後から期末にかけては、欧米の主要な中央銀行がハト派姿勢を示したこと
などを背景に反発しました。期を通じてみると、海外先進国は上昇した一方、日本は概ね横
ばいとなりました。新興国の株式市況は下落しました。

債券市況
海外先進国の債券利回りは、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）や欧州中央銀行（ＥＣＢ）な
どの主要な中央銀行がハト派姿勢を示したことなどを背景に、米国やドイツなどで低下しま
した。日本の債券利回りは、日銀が2018年７月の金融政策決定会合において金融緩和策を
修正したことを背景に利回りが上昇した局面があったものの、10月から期末にかけては海外
先進国同様に低下基調で推移し、期を通じてみると利回りは低下しました。新興国の債券利
回りは期首と同程度の水準で期末を迎えました。

為替市況
米ドルは、世界経済に対する先行き不透明感や米中貿易摩擦問題に対する懸念の高まりなど
を背景に2018年12月から2019年はじめにかけて対円で大きく下落した局面があったもの
の、その後は株式市況の反発などを背景に投資家のリスク回避姿勢が後退したことなどを受
けて上昇基調で推移し、期を通じてみると対円で上昇しました。ユーロは、イタリアの財政
政策に対する懸念の高まりやＥＣＢが2019年内に利上げをしない方針を示したことなどを
背景に対円で下落しました。

国内短期金融市場
当期の短期金融市場をみると、日銀は長短金利を操作目標として金融市場調整を行いました。
コール・レート（無担保・翌日物）はマイナス圏で推移し、2019年５月７日のコール・
レートは－0.07％となりました。

スマート・プロテクター90オープン
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スマート・プロテクター90オープン

当該投資信託のポートフォリオについて

スマート・プロテクター90オープン
当ファンドは、円建ての外国投資信託であるソフォス・ケイマン・トラスト・スマート・プ
ロテクター90の投資信託証券への投資を通じて、短期金融資産（預金含む）および日本を含
む世界各国の株式・債券等に実質的な投資を行いました。また、マネー・マーケット・マ
ザーファンドへの投資も行いました。
フロア水準は、当期を通じて変更がなく、期末時点では9,176円です。
当期は、実質的な投資対象である新興国株式の下落などにより、基準価額は下落しました。

ソフォス・ケイマン・トラスト・スマート・プロテクター90
基準価額は期首に比べ0.9％の下落となりました。
ソフォス・ケイマン・トラスト・スマート・プロテクター90において、短期金融資産（預金
含む）および基準価額とフロア水準の差に相当する部分（以下、「スワップ取引部分」とい
うことがあります。）を、日本を含む世界の株式・債券等へ実質的に投資しました。
通常時においては、基準価額の変動幅の目処が年率上限４％となるように、スワップ取引部
分の実質的な投資比率が純資産総額の最大60％となるように投資比率の調整を行いました。
一方、各市場の下落予想が示唆された局面においては基準価額の変動幅の目処が年率上限
１％となるようにスワップ取引部分の実質的な投資比率を引き下げ、株式・債券等への実質
的な投資比率を調整することで基準価額の下落をフロア水準までに抑えることをめざす運用
を行いました。
スワップ取引部分における資産配分については、期首から2018年６月にかけては債券に比
べて株式の比率を高めとしました。７月から期末にかけては、株式と債券の比率が概ね同程
度から債券の比率がやや高めの配分としました。

マネー・マーケット・マザーファンド
基準価額は期首に比べ0.01％の下落となりました。

コール・ローン等短期金融商品を活用し、利子等収益の確保を図りました。その結果、利子
等収益は積み上がったものの、運用資金に対するマイナス金利適用などの影響を受けて、基
準価額は下落となりました。

スマート・プロテクター90オープン
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スマート・プロテクター90オープン

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第２期
2018年５月２日～2019年５月７日

当期分配金（対基準価額比率） －（－％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 －

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

スマート・プロテクター90オープン
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スマート・プロテクター90オープン

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

スマート・プロテクター90オープン
今後の運用方針
引き続き円建ての外国投資信託であるソフォス・ケイマン・トラスト・スマート・プロテク
ター90の高位組入れを行います。また、マネー・マーケット・マザーファンドへの投資も行
います。

ソフォス・ケイマン・トラスト・スマート・プロテクター90
今後の運用方針
短期金融資産（預金含む）および日本を含む世界各国の株式・債券等に実質的な投資を行い
ます。また、スワップ取引を通じて株式・債券等への実質的な資産配分比率および投資比率
を調整し、基準価額の下落をフロア水準までに抑えることを目指す運用を行います。

マネー・マーケット・マザーファンド
運用環境の見通し
物価は緩やかに上昇していくと予想していますが、日銀の物価目標である２％には届かない
と思われます。したがって、今後も金融緩和政策が継続すると想定されることから、短期金
利は低位で推移すると予想しています。

今後の運用方針
コール・ローンおよびＣＰ現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保をめざした運
用を行う方針です。

スマート・プロテクター90オープン
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スマート・プロテクター90オープン

2018年５月２日～2019年５月７日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 100 1.021 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (32) (0.329) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (64) (0.658) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.033) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 監 査 費 用 ) (0) (0.003) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 100 1.024

期中の平均基準価額は、9,794円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親
投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対
応するものを含みます。

（注）各項目の費用は、このファンドが組み入れている
投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支
払った費用を含みません。

（注）当該投資信託証券の直近の計算期末時点における
「１万口当たりの費用明細」が取得できるものに
ついては「組入れ上位ファンドの概要」に表示す
ることとしております。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は1.38％です。

総経費率（①＋②＋③） （％） 1.38

①当ファンドの費用の比率 （％） 1.00

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 （％） 0.29

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 （％） 0.09

運用管理費用
（投信会社）
0.32％

運用管理費用
（販売会社）
0.65％

運用管理費用
（受託会社）

0.03％

その他費用
0.00％

運用管理費用
0.29％

運用管理費用以外
0.09％

投資先
ファンド
0.38％

当ファンド
1.00％

総経費率
1.38％

（注）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用
いた簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、このファンドが組入れてい

る投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。

（注）①の費用は、マザーファンドが支払った費用を含
み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。

（注）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異な
る場合があります。

（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、
これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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スマート・プロテクター90オープン

○売買及び取引の状況 (2018年５月２日～2019年５月７日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
ソフォス・ケイマン・トラスト・スマート・プロテクター90 16 167,000 47 475,104  

 
（注） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年５月２日～2019年５月７日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2019年５月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

ソフォス・ケイマン・トラスト・スマート・プロテクター90 456 425 4,247,742 98.2 

合 計 456 425 4,247,742 98.2 
 

（注） 比率はスマート・プロテクター90オープンの純資産総額に対する比率。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・マーケット・マザーファンド 981 981 999 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2019年５月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 4,247,742 97.2 

マネー・マーケット・マザーファンド 999 0.0 

コール・ローン等、その他 122,859 2.8 

投資信託財産総額 4,371,600 100.0 
  

投資信託証券 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年５月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 4,371,600,620   

 コール・ローン等 122,858,442   

 投資信託受益証券(評価額) 4,247,742,276   

 マネー・マーケット・マザーファンド(評価額) 999,902   

(B) 負債 44,214,906   

 未払解約金 21,603,073   

 未払信託報酬 22,548,607   

 未払利息 247   

 その他未払費用 62,979   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 4,327,385,714   

 元本 4,423,220,787   

 次期繰越損益金 △   95,835,073   

(D) 受益権総口数 4,423,220,787口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,783円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 4,711,194,760円 

期中追加設定元本額 495,455,910円 

期中一部解約元本額 783,429,883円 

また、１口当たり純資産額は、期末0.9783円です。 

○損益の状況 (2018年５月２日～2019年５月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △    62,555   

 受取利息 143   

 支払利息 △    62,698   

(B) 有価証券売買損益 △32,857,740   

 売買益 6,083,854   

 売買損 △38,941,594   

(C) 信託報酬等 △45,462,049   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △78,382,344   

(E) 前期繰越損益金 △18,386,468   

(F) 追加信託差損益金 933,739   

 (配当等相当額) (△    26,250)  

 (売買損益相当額) (     959,989)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △95,835,073   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △95,835,073   

 追加信託差損益金 933,739   

 (配当等相当額) (△    26,250)  

 (売買損益相当額) (     959,989)  

 繰越損益金 △96,768,812   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は95,835,073円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2018年５月２日～ 
2019年５月７日 

費用控除後の配当等収益額 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 

収益調整金額 －円 

分配準備積立金額 －円 

当ファンドの分配対象収益額 －円 

１万口当たり収益分配対象額 －円 

１万口当たり分配金額 －円 

収益分配金金額 －円 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 
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